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3.2 渡辺・馬場のすべり土塊変形量の算定方法  

渡辺・馬場 3)は、すべり土塊の変形量の算出方法として潜在のすべり円弧上土塊の等価瞬間震度

に対応する慣性力、重力、すべり円弧に作用する応力すべてに関する釣り合い式から、土塊がす

べり出すのに必要な震度を降伏震度と定義し、これを超える震度が土塊に作用した場合にすべり

変位が生じるとして計算する。等価瞬間震度 hk は式-(1.10.5)により求めることができる。

鉛直震度の影響を無視した場合、降伏震度 hyk は次式で求められる。

�tan)1( ��� SS FkFk hhy  ・・・・・(1.10.6) 

ここに、 � は円弧中心と土塊重心との連結直線が鉛直線となす角度である。

降伏加速度を超過する加速度に対して、すべり線上の土塊の水平残留変位量 rhD は次式で求めら

れる。

� � ��
1

0 0

)(
t

t t

dtgdkkD hyhrh
�

�  ・・・・・(1.10.7) 

ここに、

hyk ：降伏震度

1t ：土塊の速度がゼロとなる時刻

0t ：潜在すべり線の安全率が 1 となる時刻

以下にすべり安全率の算定方法を示す（図-1.10.4 参照）。
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ここに，

M：すべり線を通過する要素のうち

コア部を通過する要素の数

P：すべり線を通過する要素のうち

フィルタ部を通過する要素の数

Q：すべり線を通過する要素のうち

ロック部を通過する要素の数

i,j,k：i,j,k 番目要素

l ：すべり面上の要素 i,j,k を通過す

るすべり線長さ

ci ,φi：要素 i の強度定数（コア材）

Aj , bj：要素 j の強度定数（フィルタ材）

A’k , b’k：要素 k の強度定数（ロック材）

σni’,σnj ’, σnk ’：要素 i,j,k におけるすべり面直交方向の有効応力

τSi ,τSj ,τSk：要素 i,j,k におけるすべり面沿いのせん断応力

ただし， 'n� が引張の場合には抵抗力を 0 とする。

 

 

σ’ ni

τsｉ

ｌｉ

図-1.10.4 すべり線上の要素の応力
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